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センセーショナルなタイトルに違わず，本書は
衝撃的なプロローグで幕を開ける．なんとベテル
ギウスが爆発したというのだ．壮大なSFが始ま
るのかと興味をそそられる．プロローグでは，超
新星爆発が発見され，その騒動が始まったところ
まで描かれている．実際にベテルギウスが爆発す
るとまさにこのような状況になるのだろうと期待
させられる．
実際の本書はもちろんSFではない．ベテルギ

ウスの超新星爆発を糸口としてはいるものの，超
新星爆発に関することだけではなく天文学のさま
ざまな最新の研究成果がまとめられた書物であ
る．
第一章では，本書のタイトルとも関係するベテ
ルギウスの超新星爆発に関して，話題となった経
緯とともに実際にはすぐ爆発するわけではないと
いうことをわかりやすく解説し，その爆発が地球
に与える影響についてどのような可能性があるか
を紹介している．これらの内容は報道やテレビ番
組を見ていた読者にとっては少し拍子抜けかもし
れないが，正直にここまでわかっていてここから
先はわかっていないと書いてあるところは好感が
もてる．第二章以降は，超新星爆発のメカニズ
ム，宇宙・星の誕生・進化，太陽の一生，天文学
の謎，天文学の最新望遠鏡と期待される成果，と

続いていく．また，各章の最後にはコラムがあ
り，本書を通じて宇宙・天文に興味をもった読者
のために雑学的な内容が書かれている．本書は，
ベテルギウスの超新星爆発で天文学に興味をもっ
た一般の方に天文学全体を概観してもらい，あわ
よくば天文ファンになってもらおうという内容に
なっていると言えよう．
一方で，天文学全体を俯瞰しているために，そ
れぞれの章の内容についてはやや初歩的な内容と
なっており，本書を読んで興味をもった読者には
それぞれの分野のより高度な書物を読むことをお
薦めしたい．また，作者あとがきにも書かれてい
るように超新星爆発の専門家でないため，言葉の
定義や研究成果の解釈に関して（読者としてでは
なく超新星爆発の研究者としての私には）若干気
になる点もあった．しかし，それらは話の大筋に
影響のある事柄ではないので，読者には安心して
本書を読んでいただき，その後専門的な書物にも
手を出してそれらの点を補っていただければと思
う．
本書には中学生・高校生には若干難しい内容も
含まれているが，大学生・社会人向けとしては苦
もなく読めるものとなっており，通勤時間などに
軽く読む書物としてお薦めしたい．
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